
香

港

脊港の将来について定めたとのほどの巾’英

協定は、
外交交渉の面からすると中国側にと

って非常に満足できるものだった。
イギリス

はフォークランドでのような強硬な態度はと

れなかったし、
中国側は当面は現状維持でい

とうという・万針で、
結果としては中国側がか

なり有利な条件を入手したといえるだろう。

との協定の交渉に当たり、
当初イギリスの

サ．ッチャl首相は杏港について十二分な研究

を
し
て
い
た、

と
は
々
え
ら
れ
な
い
ふ
し
が
あ
る
。

訪中の仰にまず臼本に立ち寄り、
それから北

vさ・
京へ向かった。
が、
乙の時のイギリスは南米

・：
4
のフォークランド紛争で勝利し、
圏内では選

EBB－挙に大勝してサーチ守l・ブiムが悌き上が

2
？’
っていた頃である。

ド1Jl
サッチャl首相は、
中固に行っても、
香港

平山、はイギリスの主権下にある領土だと語ってい

みゆ小
売「確かに香港については三つの条約があ

、，，り、
新界（ニュ1・テリトリlズ）
は九十九

7ra
年で組併の期限がきれるが、
香港島と九竜は

，、
割譲されてイギリスの主橘下の領土である」

dUH4
と強硬な発言をしていた。

$4寸ゆ
結果として、
ζのサッチャl首相の向う見

晶
、
ずな強艇な態度が、
小同側にとってい仰利に、

EEl－
反対にイギリス側にとっては不利に働いた。

t4l’
サYチャl首相がもっと柔軟な態度で折れて
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出ていたら、
別の同耐が聞かれたと忠われる

しかし、
反対に強硬な発言だったので、
中国

の部小平氏も原則論を主張せざるをえなかっ

た。
部小平氏にすれば、
自国にとっての不平

等条約の期限が切れるのに、
割濯した領土は

かまわないとは絶対に言えないわけである。

先の・中英協定は、
外交交渉としてはイギリ

スの敗北、
中国の勝利であったろう。

問われなかっ
た香港人の民意

しかし、
香港の行点はとれからが問題で、

以の解決にはなお多くの困難が残っている。

中英両国が香港の将来について外交文Sをい

くら作っても、
それが存地中同人の頗どしの

ものである限り問題は妓る。
肝心の香港に住

む約六百万人の香港中国人がとの協定につい

てどう考え、
香港社会を実際にどうしようと

しているかが、一
番重要なζとである。

その点では、
脅浴中同人の民立、
発一・2HhHは

ほとんどとの外」宅
メ沙には反映されていない

と言ってもいい。
自分たちの住む香港がとれ

からどうなるか、一服ごしに行われた中国とイ

ギリスとの
交捗、
成り行きに－
げはて
起してい

たのが主的である。
万際、
交渉が難航すると

骨港ドルは大
操作灼した。

協定では香港は香港人が治める（港人情
（上）
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ζとになっているが、
それは非常に疑わ

しい。
香港は全く自由なフリi・ポlトであ

るだけでなく、
言論も政治的立場も自由な社

会である。
しかも大部分の香港中国人は、
中

間革命からドロープ・アウト、
あるいはエス

ケープした人たちであり、
本来は本命中国か

らはみ出したり、
あるいはそれに敵窓を持っ

ていた人たちである。これまでのイギリスの

拙民地統治のやり五もあったが、
その待浴中

同人がA1の発展するけ覚しい待港を削ったの

に、
新しい協定にはζの人速の民怠は令．く汲

み取られていないのである。

部小川γ氏も、
決定するのは中国であるとい

う態度に終始し、
人民解般市の駐留問題では、

故磨水志氏も民俗的外相も、「．
兵．
年たり

とも香港には入れない」
と繰り返していたが、

部小平氏は「そんな約束をしたのは誰だ／」

と一
喝し、
駐留が決められた。

しかし、
それはまた当然なととである。
中

犠人民共和国という同の特性を与える場合、

政経分離がありえないと同時に、
沼市’と主備

とが分離するとともありえないのである。
主

怖が及ぶとζろに人民解政川市が行くのは吋然

である。
存地はなんといっても制民地である。
その

せいか脅港中国人の香港に対するアイデンテ
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1・

tEEB
ィティl、
あるいは国家意識のようなものは

三LB一
うかがわれない。いつでもどとへでも逃げて

rEEt行くようなあぶなつかしさがある。
香港が一

14
世紀有半の歴史を持つにもかかわらず、
歴史

ー→」lk残るリーダーが出てい・ないととも、
香港の

’
・
植民地社会を表していると言えるだろう。
香

－JF圃
港中函人の多くはいろいろとプラストレIシ

ー
｛
ヨンを持ち、
その日4しで明日を考えないで

はHリ
生きてきたのが
現状である。

bvnH
部小平氏が香港に人民解般市の駐留を決め

勺
川ー
たのも、
そうした不安が
香港にあったからだ

tnr
と考える。

rt
香港の今までの歴史をみても、
ちょっとし

JHHJたととでメラメラとかんなくずに火がつくよ

官
Hハ
うには請が発生するととが多かった。一九五

｝
Aq－
－ハ年の九
竜半島の暴動も、
どちらかと言えば、

rE一
反中共的な
暴動であった。一
九六七年の文化

「HνLr
大革命当時の反英暴動は逆に、
毛沢東思想の

お先棒をかついだために北京に裏切られたと

いう性格のものである。
また、
咋年一
月にも

タクシーストライキの後に九竜市街地で暴動

が担きている。とのように郡小平氏にとって、

香港は軍隊を駐留させなければならない不安

な地峻だと三える。

存地はしかし今、
繁栄している。とれはイ

ギリスのおかげもあるだろうが、
本質的には

再
港
が
フ
リ
ー
－

ポ
ー
ト
の
剛山
市
で
一

切
の
為
管
行

理が撫く、
税金も安いために、
多くの外函資

本が進出してきているζとによる。
とζろが、

外国資本はζとがあるといつでも引き暢げら
れるが、
肝心の害地中国人には行き場がない。

すなわち、
不平不満が爆発して大きな暴動が

起ζる素地はまだ十分にあると言える。

一
方、
中国にとっても今、
国内経済の開放

と活性化を推進しなければならないのは当然

のζとである。
とのままの経済では大きな墜

に直面するのは当然なζとで、
近代化は目下

の
最高万針と、語ってもいい。

しかし、
その中園全上に商側の資本が一
斉

に進出すると、
社会主花同家の中凶の枠組は

ガタガタに刷れてしまうのは日明のととであ

り、
そのひずみがいくも顕持になってきて、

近代化を推し進める郎小．平体制にかなりの批

判が出ている的努にある。
制在、
中国は、
近

代化のため香港が持っている科学技術、
経営

管理のノウハウ、
資本、
質の向い労働－Mなど

をいかにして吸収するか懸命の模索を続けて

いるが、
とれもいきなり西側資本のカを導入

するのではなく、
中国の影響下にある香港の

力を利用しようという考えの現れと理解して

いいだろう。
深川と一
体のフリー・
ポl卜に

ζのため小凶は、
存地の山中に小同系の商社

しんぜん

や
銀
行
を
作
っ
た
り、

深
川
を
経
済
特
ば
に
し
て
新

しい経済の前性化をはかろうと努刈している

乙
の
深
例
経
済
特
区
で
は、

小
川
と
件
港
と
の
川
の

税
関
を
中
凶
側
に
後
川泌
さ
せ、

深
川
と
広
州
の
間
に

第．a同境線を設問して存地との交流をより的

発にさせようとにじ〈している。

つまり、
喬港にある外同資本の流出をなん

とかくいとめ、
近くにある西側の技術を利用

したいという与えにあるとJ口ってもいいだろ

う。

長
い
H
で
見
て、

深
川桝
と
吾
港
の
一

体
化
を
推

進し、
香港を従来の植民地から中国の新興工

業都市、
新しいフリI・ポ1ト都市にしよう

というのが中国の考えである。

との小国の新しい近代化が、
杏港、
また深

捌
を
慨舛
ム
H
K
繰
り
広
げ
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
下
実

と、
そ－つした開校政策に対する批判が、
乙れ

からどういう展開を遂げゆくのか、
「断は持

されない。
部小．私l体制以後、
どういう迫をた

どっていくのか、
非常に興味深く市川氏なζと

である。
u本の中尉像は、
歴史的、
心的的なものが

ベlスになっていて、
それにイデオロギー的

な中国像がオーバー－ラップしていたと言っ

ていいだろう。
日本の経済界は今、
中国への

関心が非常に高く、
過去の時代の服罪の気持

ちからか経済協力にも熱心である。
しかし、

日中関係は甘い幻怨や期待だけで維持できる

とは思われないので、
そのζととは別に・中国

の現実を冷静に見つめるζとは欠かせない。

次
阿
は
深
例
経
済
特
区
と
件
港
の．
内
側
の
現
状
を

けバ体的に考・MMし、
存地の
行刀を与えたい。

（文円以・
制山部）
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